予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名　中央家畜保健衛生所整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　農政部　畜産課　衛生防疫係　電話番号：058-272-1111（内2879）

　　　　　　　　　　E-mail： c11437@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　1,606,631千円（前年度予算額：255,893千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	255,893
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	171,500
	84,393

	要求額
	1,606,631
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,487,600
	119,031

	決定額
	1,599,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,115,700
	483,300


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
中央家畜保健衛生所を岐阜大学敷地内に建築し、大学との共同研究など連携拠点施設として整備する。
平成28年度は3か年事業の最終年度となり、平成29年1月の竣工を目指す。
（２）事業内容

　　　①新庁舎の建築（電気設備、機械設備を含む）工事
　　　②外構工事
　　　③備品等の整備
　　　④移転費用等委託
　　　　　　
（３）県負担・補助率の考え方

家畜保健衛生所法に基づく県有施設として県が負担する。

一部農林水産省交付金を活用する。
（４）類似事業の有無
      無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	事務費
	4,686
	旅費800、消耗品費1,514、燃料費382、会議費10、印刷製本費80、役務費1,200、使用料700

	工事監理委託費
	17,250
	建設工事に伴う工事監理費

	工事請負費
	1,470,387
	建物、電気設備、機械設備、外構、焼却炉等の整備

	備品購入費
	76,249
	建築時導入備品

	委託料
	38,059
	移転費用、開所式典

	合計
	1,606,631
	


	　決定額の考え方　

　備品等の整備について内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　　　有

（２）事業主体及びその妥当性

　　　事業主体：県

　　　
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	現在、岐阜市及び大垣市にある中央家畜保健衛生所を、平成２６年度からの３か年計画で、岐阜大学敷地内に移転し、家畜防疫体制の強化、病性鑑定機能の向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	緊急的な対応あるいは施設整備の一部工事であるため、指標を定めるのは適当でない。



（前年度の取組）

	・敷地造成工事
平成27年6月着工、平成27年12月完了予定

・建築工事
　平成28年1月着工予定
・インフラ工事

　水道、ガスの本管布設（平成27年度冬期予定）




（前年度の成果）

	・円滑な敷地造成工事を実施した。
・県の新しい基幹家畜保健衛生所として相応しい建築・設備設計に基づき、着工に向けての手続きを進めた。
・岐阜大学との「家畜衛生に係る教育及び防疫等の連携に関する協定」に基づき、家畜衛生の連携拠点としての家畜保健衛生所の活用を図るため会議を開催した。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	現有の家畜保健衛生所高度病性鑑定センターが建築後４４年を経過し老朽化が激しく、バイオセキュリティ上問題が生じる。家畜防疫体制の強化を図るためには施設の整備が必要。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	整備事業を進めているところであり、事業効果は施設整備後に確認できる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　施設現在の物価上昇等による整備費の増加傾向を鑑み、短期の整備計画とし、また設計段階でのコスト縮減を図っている。


（今後の課題）

	建設工事を進めるにあたり、地域住民や岐阜大学、関係者等との連携を密に図りながら、安全かつ確実に事業を推進する必要がある。


（次年度の方向性）
	岐阜大学との家畜衛生連携拠点施設として、高度病性鑑定機能を最大限に発揮しながら県下の家畜衛生行政を推進するとともに、周囲の環境に配慮し安全かつ経済的な施設運営を図る。


